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今
年
の
兵
庫
県
総
合
体
育

大
会
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
で
、
多
く
の
競
技

が
日
程
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。 

臨
時
休
業
中
は
部
活
が
禁

止
さ
れ
、
十
分
な
練
習
が
で

き
な
い
ま
ま
大
会
を
む
か
え

ま
し
た
。
最
後
の
大
会
と
な

る
３
年
生
に
と
っ
て
は
気
の

毒
で
し
た
が
、
持
て
る
力
を

充
分
発
揮
し
ま
し
た
。 

【
剣
道
部
】 

男
子
団
体
３
位 

 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】 

男
子
団
体
３
位 

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16 

 【
陸
上
競
技
部
】 

女
子
４
×
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー 

第
６
位 

 

【
柔
道
部
】 

団
体
ベ
ス
ト
16 

 

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】 

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16 

 

【
卓
球
】 

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16 

 

残
念
な
が
ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
作
り
が
難
し
く
、

例
年
に
比
べ
る
と
ち
ょ
っ

と
寂
し
い
結
果
で
し
た
が
、

こ
の
敵
は
後
輩
た
ち
が
き

っ
と
晴
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

 

な
お
、
水
泳
部
は
６
月
26

日
～
28
日
、
ボ
ー
ト
部
は
６

月
19
日
、
20
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

 
 《

近
畿
大
会
日
程
》 

 

剣
道
部
は
７
月
19
日
、
20

日
に
京
都
府
立
体
育
館
に
お

い
て
行
わ
れ
る
近
畿
大
会
に

参
加
し
ま
す
。 

 
 

陸
上
競
技
部
は
６
月
18

日
～
21
日
ま
で
奈
良
市
鴻

ノ
池
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

る
近
畿
大
会
に
参
加
し
ま

す
。 

 

前
回
は
、
校
庭
に
あ
る
古
墳
時

代
後
期
の
遺
跡
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
正
門

の
西
に
立
つ
校
木
の
前
に
広
が

る
芝
生
の
上
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
話
題
で
す
。 

こ
れ
は
創
立
80
周
年
を
記
念

し
て
、
西
高
同
窓
会
特
別
会
員
の

井
原
良
忠
氏
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。
未
来
に
向
か
っ

て
力
強
く
羽
ば
た
く
姿
が
感
じ

取
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
原
さ
ん
の
作
品
は
加
古
川

市
駅
前
通
り
に
彫
刻
が
３
点
、
成

田
国
際
空
港
出
国
ロ
ビ
ー
に
も

作
品
が
飾
ら
れ
、
明
石
大
蔵
海
岸

に
は
12
点
の
作
品
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。 

ちょっと一言  とある書籍に「人に対して礼儀正しく頭を下げて挨拶するのは、自分は思慮分

別が備わり、尊厳を有した人間であることを表明すると共に、相手に対しても自分と同じ人間とし

ての資格を有していることを期待する姿勢でもある」という一節がありました。 

頭を下げると「相手より下であると認めている」とか「相手に従うという意思表明」とか思わず、

日本のみならず「世界共通の最低限度のたしなみ」として若い内に身につけておきましょう。 


